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1．はじめに 

学生応援フードパントリー調布は、おかげさまで第 11 回目、第 12 回目の開催

を無事に終えることができました。回を重ねるごとに活動が地域に定着し、安定

した運営ができるようになりました。また、継続的にご利用いただく学生の皆様

からは「学業に集中できるようになった」「食費の心配が減った」という声もいた

だき、この活動の意義を改めて感じております。このような成果は、物資を提供し

てくださる地域の皆様、運営をサポートしてくださるボランティアの方々のおか

げです。これからも学生の皆様の学びと生活を支える活動として発展させていく

所存です。皆様の変わらぬご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。 
 

2．主催  

調布健康支援プロジェクト実行委員会 
 

3．後援・協力 

後援：電気通信大学 

協力：昭和女子大学黒谷研究室、 調布市子ども食堂ネットワーク 

語ろうアースカフェ、 調布市社会福祉協議会 
 

4.開催日時 

第 11 回： 2024 年 1０月２6 日（土）13：00－17：00 

第 12 回： 2025 年 2 月 8 日（土）1３：００－17：００ 
 

5．場所 

電気通信大学 第 1 体育館ピロティ （第 11 回） 

          アフラックホール UEC 講堂ロビー （第 12 回）  
 

6．対象条件と募集人数 

次の①または②に該当する学生 ７0 名（第 11 回）、７0 名（第１2 回） 

①  調布市に所在する大学または専門学校の学生 

②  調布市在住で調布市以外に所在する大学または専門学校の学生 
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7．参加者数 

第 11 回 70 名（５校）  

第 12 回 ７0 名（６校） 
  

8．参加者募集および寄付の呼びかけ 

地域関連各所（地区協議会、自治会、教育機関など）へ声がけ 

X（旧 Twitter）、Facebook、インスタグラムなどのソーシャルメディアの活用 

 

学生応援フードパントリー調布の Twitter、インスタグラムより 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インスタグラム          X（旧 Twitter） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アマゾン欲しいものリストの活用      
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9. 配布食品のコンセプト 

食品キットは、「栄養バランス」「食べやすさ」「学生の嗜好」をコンセプトに、昭和

女子大学食健康科学部黒谷研究室の監修のもと、これまでの参加者からのニー

ズの高かった野菜や果物を中心とした食品セットを配布しました。 

また、配布した食品を使ったレシピが書かれたパンフレットや野菜の活用につ

いてのリーフレットも同時に渡し、インスタグラムにも掲載しました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提供したレシピの例 
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10.当日の様子 （第 11 回・第 12 回） 
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11. 参加者からのお礼の言葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ お話しできて楽しかったです。豚汁があたたかくとてもおいしかったです。 

ありがとうございました。 

 

・ たくさんの食料ありがたいです。地域の人々に支えられて生活できていると

感じて、温かい気持ちで満たされました。 

 

・ 物価高の影響で米などが買いづらかったため大変助かりました！ 
 
・ いつも学生のために開催していただきありがとうございます。とても助かっ

ています。 
 
・  過去何度も参加していますが、本当に家計の助けになっています。 
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みなさんとお話できるのも楽しいです。今後もよろしくお願いします！ 
 

・ 豚汁とても美味しかったです！野菜やパン、日用品やレトルトなどすごく

助かりました。ありがとうございました！ 

 

・ 暖まりました！次はみなさんに恩返しできるよう頑張ります！！ 

 

・ おいしい食材やレシピなどとてもありがたいです。話もしてくださり楽し

かったです。 

 

・ 大事にたべます 

 

・ 豚汁最高でした。たくさんの寄付ありがとうございます。 

 

・ 餓死しそうだったので助かりました！  

 

・ みなさんの親切さが暖かかったです!! 

 

・ この度は食料品から日用品まで様々なものをいただきありがとうござい

ました。今回ご支援いただいたことを忘れずに、いずれ自分が周りの人を

支え、社会に貢献できるよう励んでいきます。 

 

・ 食品が高くなっているので、ありがたかったです。ありがとうございまし

た!! 

 

・ たくさんいただけて有難かったです!!また機会があればお願いします！ 

 

・ 一人暮らしで経済的に厳しい状況なのでかなり助かります。ご支援いただ

きありがとうございます!! 

 

・ 定期的に開催していただいていて非常に助かっています。ありがとうござ

います!! 

 

・ いつも学生のためにありがとうございます!!とても嬉しいです。またよろ

しくお願いします!! 

 

・ 今月の残高千円でした。本当に助かりました。たくさんの寄付をありがと

うございました。 
 

・ 助かりました。生きていけます。 

 



第 11・12 回 学生応援フードパントリー調布 

10 

 

・ 色々な方と話せて楽しかったです。 

 
・ 普段は買わない物も頂けて嬉しかったです。ありがとうございました。 

 
・ 今まで大変お世話になりました!! ありがとう！ 

 
・ 食材全般が値上げしていて毎月お金のやりくりに困っていました。本当に

助かりました。教えていただいたレシピ作ってみます。ありがとうございま

した。 
 

・ 野菜が今高いので本当に助かります！ 
 

・ ご支援いただきありがとうございました。将来社会に貢献できるよう努力

したいと思います。 
 

・ 以前のアンケートでほしいと書いた気がするものが新しく頂けるようにな

っていて、声を取り入れていただけたのかなと思いました、ありがとうご

ざいます！ 
 

・ 大感謝 

 
・ たくさんの愛がこもった食品や日用品などありがとうございました! 調布

って良い街だと改めて思いました！ 
 

・ 助かりました。和やかな空気でよかったです。 

 
・ 食費にとても負担を感じていたので大変助かりました。ありがとうござい

ました。 

 
・ スタッフの方と話せて楽しかったです。たくさんの食材も助かります。あり

がとうございました。 
 

・ ご支援いただきありがとうございます。愛しています。 

 
・ 来てよかったです！ありがとうございました！ 

 
・ ご支援いただきありがとうございます。物価高でいろいろな物を我慢する

ことも多いので本当に助かっております。社会人になったら恩返しできる

よう頑張ります！ 

 



第 11・12 回 学生応援フードパントリー調布 

11 

 

12. 参加者の暮らしぶりや孤独感に関する変化 
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第 32 回日本健康教育学会年次学術大会（2024 年７月７日）にて黒谷らが発表した内容から

抜粋しました。2024 年度以降の調査結果も今後報告していく予定です。 
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1３. 寄付者一覧および助成金 

東京慈恵会医科大学 JANP センター 

木村屋總本店 

フードバンク調布 

肉のタナベ 

語ろうアースカフェ 

Fine ファーム 

株式会社いとたま 

早大校友会調布稲門会有志 

個人の皆様 など                          

（敬称略） 

 

調布市生活困窮者自立支援団体活動補助金 

 

 

ご支援いただきありがとうございました！ 
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1４. おわりに 

コロナ禍から始まった活動も今回で 11 回目・12 回目を迎え、地域に根差した

支援活動として定着してまいりました。当初の緊急支援の性格から、現在は学生

生活を総合的に支える場へと変化しています。第 10 回に引き続き、食料品など

の支援物資の提供だけでなく、交流スペースを設けたことで、学生同士や地域の

方々との対話が生まれました。「ひとりではない」と感じていただける場を少しで

も提供できたことは、私たちにとっても大きな喜びです。食の支援を通じて、精

神的な安心感も届けることができたと実感しております。次回以降も、変化する

学生のニーズに柔軟に対応しながら、単なる物資の配布にとどまらない、心のつ

ながりを大切にした活動を続けてまいります。学生の皆様が学業に専念できる環

境づくりのために、皆様からの温かいご支援を今後ともよろしくお願い申し上げ

ます。 
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